












Proterozoic high grade metamorphism in the Lewisian Complex， 





































(3) M 1期の母高温変成作用は近接のサウスハリス深成岩類の貫入に起肉し，また， MlからM2期に
いたる圧力上封は. リーパパラ帯の上に別の大陸地殻が衝上したことによると考えられた。
これらの研究結果は.従米の本地域の研究結果と!立大きく異なっているが，確かな証拠に裏打ちされて
おり.初期原生代末期のプレートテクトニクス変動を具体的に詳しく明らかにしている。 Mlの超高温変
成作用の証拠として，サフィリン・右英の組み合わせが.ルーイシアン???で始めて発見された。さらに，
本研究の過程で著者は， スリナマイトというベリりュウム鉱物が発見された。これは英国における最初の
発見であり，また，世界で4番日の報告であるc
このように著者!i，ルーイシアン帯の造僑史研究において.いくつかの新しい重要な知見を得た。これ
らの知見は，同地帯のみならず，関連の先カンプりア代降片の研究や，それらが集合していた先カンブリ
ア代超大院のテクトニクス研究に対して資するところが大きい。よって本論文は学位論文として適当であ
り.本論文の著者は博士(再学)の学位を授与されるに値すると審査された。
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